
養
に
要
し
た
費
用
の
額
、
同
条
第
六
項
第
一
号
に

規
定
す
る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
算
定
し
た
特
定
給
付
対
象
療
養
（
施
行
令
第
六

条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条

の
三
の
三
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
給
付

対
象
療
養
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）に
要
し
た
費
用
の
額
又
は
施
行
令
第
六
条
に

お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三

の
五
第
七
項
第
一
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く

は
第
二
号
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
に
規
定
す
る
文
部

科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
特

定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し
た
費
用
の
額
は
、

施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
施
行

令
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二

号
に
掲
げ
る
合
算
し
た
金
額
、
同
条
第
二
項
第
一

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
合
算
し
た
金
額
、
同
条

第
三
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
合
算
し
た

金
額
若
し
く
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
算
し

た
金
額
又
は
同
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で

に
掲
げ
る
金
額
に
つ
き
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
又
は
そ
の
合
算

額
と
す
る
。

文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
特
定
給
付
対
象
療
養
（
施
行
令
第
六
条
に
お
い

て
準
用
す
る
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
三

第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
給
付
対
象
療
養

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
要
し

た
費
用
の
額
又
は
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用

す
る
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
七
項

第
一
号
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
若
し
く
は
第
二
号
ロ

に
規
定
す
る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
算
定
し
た
特
定
疾
病
給
付
対
象
療
養
に
要
し

た
費
用
の
額
は
、
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用

す
る
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
三
第
一
項

第
一
号
に
掲
げ
る
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
及

び
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
合
算
し
た
金
額
に
係
る

特
定
給
付
対
象
療
養
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
掲

げ
る
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
及
び
同
項
第
二

号
に
掲
げ
る
合
算
し
た
金
額
に
係
る
療
養
若
し
く

は
同
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
合
算
し
た
金
額

に
係
る
療
養
及
び
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
合
算
し

た
金
額
に
係
る
療
養
又
は
同
条
第
一
項
第
一
号
イ

か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
係
る
特
定
給
付
対

象
療
養
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
金
額
の
区
分

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
又
は
そ
の
合
算

額
と
す
る
。

一
〜
六

﹇
略
﹈

一
〜
六

﹇
同
上
﹈

（
要
保
護
者
で
あ
る
者
の
範
囲
）

（
要
保
護
者
で
あ
る
者
の
範
囲
）

第
四
条
の
十
一

﹇
略
﹈

第
四
条
の
十
一

﹇
同
上
﹈

（
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
等
）

（
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
等
）

第
四
条
の
十
一
の
二

施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準

用
す
る
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六
第
一

項
第
一
号
イ
、
ロ
、
ハ
若
し
く
は
ニ
、
第
二
号
ハ

若
し
く
は
ニ
若
し
く
は
第
三
号
ハ
若
し
く
は
ニ

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
四
項
又
は
第
五
項
に

お
い
て
引
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
文

部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
事
業
団
の

認
定
又
は
同
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
に
規
定

す
る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
事

第
四
条
の
十
一
の
二

施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準

用
す
る
組
合
法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六
第
一

項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
同
条
第
四
項
又
は
第
五
項
に
お
い
て
引

用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
文
部
科
学
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
事
業
団
の
認
定
又
は

同
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
に
規
定
す
る
文
部

科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
事
業
団
の
認

定
（
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法

２

施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
施

行
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
三
項
第
五
号
に
規
定

す
る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
者
は
、
施
行
令
第

六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
施
行
令
第
十
一

条
の
三
の
三
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

２

施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
施

行
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
三
項
第
三
号
（
同
条

第
四
項
第
三
号
に
お
い
て
引
用
す
る
場
合
を
含

む
。）に
規
定
す
る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
者

は
、
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法

３

施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
施

行
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
三
項
第
六
号
に
規
定

す
る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
者
は
、
施
行
令
第

六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
施
行
令
第
十
一

条
の
三
の
三
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
施
行
令
第

六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
施
行
令
第
十
一

条
の
三
の
六
第
一
項
第
二
号
ヘ
又
は
第
三
号
ヘ
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準

負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減

額
が
あ
る
な
ら
ば
生
活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に

規
定
す
る
要
保
護
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
る

者
と
す
る
。

３

施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
施

行
令
第
十
一
条
の
三
の
五
第
三
項
第
四
号
（
同
条

第
四
項
第
四
号
に
お
い
て
引
用
す
る
場
合
を
含

む
。）に
規
定
す
る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
者

は
、
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法

施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
三
第
三
項
又
は
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か

つ
、
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法

施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
二
号
ニ
又

は
第
三
号
ニ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て

食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担

額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
る
な
ら
ば
生
活
保
護
法
第

六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
に
該
当
し
な

い
こ
と
と
な
る
者
と
す
る
。

４

﹇
略
﹈

４

﹇
同
上
﹈

高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か
つ
、
施
行
令
第

六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
施
行
令
第
十
一

条
の
三
の
六
第
一
項
第
二
号
ホ
又
は
第
三
号
ホ
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て
食
事
療
養
標
準

負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担
額
に
つ
い
て
減

額
が
あ
る
な
ら
ば
生
活
保
護
法
第
六
条
第
二
項
に

規
定
す
る
要
保
護
者
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
る

者
と
す
る
。

施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
三
第
三
項
又
は
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
高
額
療
養
費
の
支
給
が
あ
り
、
か

つ
、
施
行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法

施
行
令
第
十
一
条
の
三
の
六
第
一
項
第
二
号
ハ
又

は
第
三
号
ハ
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
し
て

食
事
療
養
標
準
負
担
額
又
は
生
活
療
養
標
準
負
担

額
に
つ
い
て
減
額
が
あ
る
な
ら
ば
生
活
保
護
法
第

六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
保
護
者
に
該
当
し
な

い
こ
と
と
な
る
者
と
す
る
。
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